
 

黒部ワンコイン・フリーきっぷ「楽駅停車の旅」2025春 

  

■歩く鐵道展 

2025 年（令和 7 年） ４月 29 日（火・祝） AM9：00 電鉄黒部駅集合 

■パネル展「廃線から学ぶ鉄道まちづくり」 

2025 年（令和 7 年） ５月 11 日（日）迄  於 電鉄黒部駅待合室 

 

富山県初の電気鉄道（シンプルカテナリー式）である黒部鐵道（現・富山地方鉄道「あいの風

とやま鉄道黒部駅～富山地方鉄道宇奈月温泉駅」間）は、1923年 11月に全線が開業して以

来、1 世紀以上が経過し、地域の生活や産業を支える重要な社会インフラとして寄与してきま

した。しかし、昭和時代には黒部において鉄道の価値が経営収支のみによって評価され、教育、

文化、観光、福祉などの社会的便益の重要性が見落と

された結果、鉄道の一部が廃止されたという歴史が

あります。現在、日本の地域鉄道はコロナ禍や人口減

少、物価高騰による運行費用の増加など、厳しい経営

状況に直面し、各地で存廃問題が発生しています。こう

した状況を受け、鉄道を通じたまちづくりの重要性や

鉄道の価値について再考する機会を沿線住民の皆様に

提供し、考えるきっかけを創出するため、春と秋の「く

ろワンきっぷ」開催期間中に、「歩く鐵道展」「パネル展」

を開催いたします。 

 

歩く鐵道展「鉄道の廃線跡を歩こう！」  2025 年 4 月 29 日（火・祝）開催 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 事前のお問い合わせは NPO 法人 黒部まちづくり協議会 ℡５６－９６８７まで 

黒部鉄道全線開業 周年記念

黒部駅（旧三日市駅）と電鉄黒部駅（旧西三日市駅）
とを結んでいた旧黒部支線跡 

あいの風とやま鉄道「黒部駅」～富山地方鉄道「宇奈月温泉駅」間 

集合 AM9：00 電鉄黒部駅 

① 9：0５～9：30 電鉄黒部駅においてパネル展示の解説 

（※この後、黒部駅まで約 3kmゆっくり歩きます） 

② 電鉄黒部駅発９:３5⇒（徒歩）⇒旧黒部支線跡（農道）を歩く 9:40～10:30 ⇒（徒歩）⇒ 

10:40～11:10 黒部駅周辺（旧三日市駅）の解説 

解散 AM11:20 あいの風とやま鉄道黒部駅にて解散（電鉄黒部行きのバスは 11:35と 11:55 にあります。） 

【注意事項等】(1)申し込みは当日お願いいたします（参加者名簿に記載して頂きます）。 

       (2)参加費 無料（ただし電車バスにご乗車の場合は各自で乗車券をご用意下さい。） 

(3)服装・持物等：約 3km 歩きます。歩きやすい服装でご参加ください（雨天時雨具なども）。 

       (4)道路等の歩行など各自安全に気を付けて下さい。（自己責任でお願いします。） 

        (5) 途中の見学場所については、変更する場合があります。 

開催中 パネル展「廃線から学ぶ鉄道まちづくり」於 電鉄黒部駅待合室  2025年 5月 11日（日）迄 

展示内容 ・黒部にも廃止された鉄道がある！、鉄道が地域にもたらす社会的メリット（クロスセクター効果） 

     ・社会問題としての地域鉄道存続・赤字でも運行を続けるための努力～近江鉄道の事例から～ 他 


